
広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【 9月 1日～ 9月30日 届出 】

住所 父母の名 子の名

箕和田 小口 智生 瑛
えい

　太
た

美紗

浅　立 大滝 敏広 歩
あゆ

　子
こ

佳代子

浅　立 梅津
一紀 叶

とう

　真
ま

美幸

高　玉 佐藤 充
里実 優

ゆう

　和
わ

荒砥乙 松山 孝俊
さおり

奈
な

　央
お

　　氏　　　名　　　  住所

（岩　澤　敬　一　　深　山

鈴　木　富喜子　　米沢市

（五十峯　　互　　　十　王

飯　澤　誉　子　　米沢市

（鈴　木　義　之　　広　野

我　妻　愛　美　　高畠町

ご結婚おめでとう

▼
「
白
鷹
創
生
」
を
テ
ー
マ
に

研
修
し
た
白
鷹
中
学
校
の
修
学

旅
行
。
白
鷹
の
良
さ
を
探
し
、

学
び
、
感
じ
た
生
徒
た
ち
が
今

後
、
今
回
の
経
験
を
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い
く
の
か
楽
し
み

で
す
。

▼
９
月
の
大
型
連
休
。
鮎
ま
つ

り
や
伝
統
工
芸
ま
つ
り
、
白
鷹

若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

む
大
勢
の
方
の
姿
を
見
て
、
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

▼
白
鷹
に
は
た
く
さ
ん
の
良
い

も
の
、
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

私
も
、
も
っ
と
も
っ
と
白
鷹
の

良
さ
を
探
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
（
て
づ
か
）

 住所　　  氏　　名  　年齢
深　山　青　木　勇　一　73
中　山　大　滝　岩　男　79
山　口　青　木　く　ら　89
萩　野　清　野　政　美　87
畔　藤　梅　津　キ　ヨ　81
鮎　貝　佐　藤　君　夫　64
萩　野　小　川　一　美　60
畔　藤　　　間　貞　二　98
浅　立　舩　山　　雪　  102
高　岡　小　口　満智子　84
畔　藤　五十公野　はる　87
滝　野　鈴　木　浩　夫　54
鮎　貝　武　田　　弘　　63
浅　立　岡　田　健　洋　72
山　口　布　川　武　雄　90
荒砥乙　和　田　か　の　79
十　王　川　合　廣　志　84
滝　野　　　地　　康　　82
荒砥甲　大　瀧　　つゑ　97
畔　藤　川　村　　正　　68
荒砥甲　志　水　道　夫　89

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド

し
ら
た
か
旅
先
案
内
人　
さ
ん
に
よ
る

旬
の
一
枚

　
10
月

　

10
月
10
日
は
鮎
貝
の
八
幡
様
の
お
祭
り
で
し

た
。
こ
こ
は
、
昔
、
鮎
貝
城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

八
幡
様
が
こ
こ
に
来
た
の
は
、
意
外
に
新
し
く
明

治
32
年
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
今
の
場
所
よ
り
の

南
西
の
方
約
８
０
０
ｍ
、
古
八
幡
と
呼
ば
れ
現
在

児
童
遊
園
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
約

千
年
前
に
源
義
家
（
八
幡
太
郎
義
家
）
が
建
て
た

と
伝
え
ら
れ
、
米
沢
上
杉
氏
が
大
社
と
し
、
崇
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
本
殿
は
、
約
２
０
０
年
前
の
建
物
が
移

築
さ
れ
た
も
の
で
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

間
口
３
間
奥
行
２
間
の
三
間
舎
、
流
れ
造
り
、
箱

棟
菊
桐
紋
章
、両
端
に
鬼
面
を
装
し
悪
魔
を
払
い
、

「
荘
厳
な
る
鮎
貝
八
幡
宮
」

　

白
鷹
町
の
秋
の
風
物
詩
鮎
ま
つ
り
の
回
転
炉

に
並
ぶ
お
び
た
だ
し
い
数
の
鮎
。
少
し
で
も
ア

ツ
ア
ツ
の
鮎
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

表
紙
の
写
真

三宅 三智子 さん

外
部
上
方
全
面
を
花
鳥

の
彫
物
で
包
み
、
高
欄

に
は
龍
の
競
玉
、
御
拝

柱
は
双
龍
に
唐
獅
子
と

い
う
荘
厳
華
麗
な
社
殿

造
り
で
す
。

▼いつ　10月23日（金）～25日（日）
▼会場　深山焼　深山工房
◎焼き直しした、初窯ワークショッ
プ作品も展示します。
■問い合わせ　深山工房つち団子　
　金田　☎８５－１８０７

今
年
、
回
転
炉

を
増
設
。
産
卵

期
を
迎
え
た
落

ち
鮎
は
、
お
腹

が
紅
（
あ
か
）

い
も
み
じ
鮎
。

　　

 


